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会 議 記 録

政策企画局 まちづくり協働課

開催日 平成 21 年 4月 22 日(水) 開催時刻 9 時 30 分から 11 時 30 分

会議名 上田城南地域協議会(平成 21年度第 1回)
出席者 田中会長、石坂副会長、荒木委員、石井委員、石黒委員、岩木委員、岡村委員、

金井委員、木内委員、竹内委員、竹田委員、中村委員、西川委員、西村委員、宮

崎昭子委員、宮崎勝義委員、宮島委員、山浦健太郎委員、山浦正嗣委員

（欠席委員）清水委員

（事務局）関まちづくり協働課課長、山崎まちづくり協働課地域振興政策幹、小

宮山まちづくり協働課課長補佐、堀内まちづくり協働課主査

会議次第

1 開 会

2 課長あいさつ

3 人事通知書の交付

4 新委員の紹介

西村委員、宮崎勝義委員

5 会長あいさつ(田中会長)
21 年度になり協議会の委員としては 2 期目となる。城南地域協議会としては、ひとつ

は城南公民館の具体的な建替の問題がある。また、ごみの最終処分場の行き先について、

東塩田地域が難しくなり、城南地域協議会としても無関心ではいられない課題だ。今後の

地域に対する大きな期待と、果たさなければならない責任の重さを感じる。これから 1

年間、地域力を高めるために皆さんのご協力をお願いしたい。

6 会議事項

（1）わがまち魅力アップ応援事業の採択状況について （事務局から）

「わがまち魅力アップ応援事業」についての意見書に対する回答書について

資料「上田市わがまち魅力アップ応援事業～平成 20 年度に実施された主な事業～」

「上田市わがまち魅力アップ応援事業～平成 21 年度に採択された主な事業～」

により事務局から説明
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【主な質疑等】

（委員）事業の報告はどのような形で統一して求めているのか。

（事務局）3月に年度の事業実績について、内容や決算、また成果品や写真等あるよ

うなら添付していただき、事務局で審査をし、事前の支払いを行った事業について

は適正ならば残り 2 割の補助金を交付している。

（委員）火伏せ祭りの団体から、事業の活動を冊子にまとめたいという話を聞いた。今

回この地区だけでも 3 つの事業が採択されている。この事業は 10 年間続くので、

統一した形でまとめたらどうか。10 年後、大事業が終結した時に結果として統一

した報告書ができる。地域の事業の歴史ができるのではないか。

（事務局）大切なことだと思う。事務局の考えとしては、多くの地域に広がって、点と

してではなく、面的に活動が盛んになってくることが、上田市にとって大切だと思

う。これまでの事業をできるだけ多くの方々に知っていただきたい。年度ごとに事

例集を冊子にまとめ、全自治会長さんや協議会の全委員さん、活動された皆さんに

お配りすることを検討している。多くの団体の皆さんに活動を進めていただきた

い。

（委員）城南地域で採択された事業に対しては、報告会を企画していただきたい。内容

について判断をすることが次のステップにつながる。

（事務局）丸子地域では、3月末に採択した全事業者と協議会委員に集っていただき、

発表会を行っている。主旨は、事業者の方たちが、実践した事業をお互いに聞きあ

うということで、はじめから最後まで帰ってはいけないという約束がある。協議会

ごとに考え方があるので、協議会として決定していただきたい。完結していない事

業もあるので、その辺をどのようにするかも含め、また実績報告書をコピーしてお

渡しすることで報告に変えるという方法もあるので、協議会ごと判断していただき

たい。

（2）分科会からの中間報告と今後の予定について
ア．第四分科会 ～地域で子どもを育てるまちづくり～

【報告要旨】

・泉田・小泉各保育園と移転候補地を視察した。移転に向けて進んでいる。今後の

保育園の運営について考えていかなくてはいけない。

・通園路の道路状況が悪いと思われる。

・景色のいい広々した環境だと思った。

・自由選択性にすると、新しい保育園に殺到するのではないか。

・個別の保育所が入所の是非を判断することになれば、低所得者や障害を持つお子

さんは受け入れを拒否される恐れがある。

イ．第一分科会 ～上田道と川の駅を活用した地域振興と地域防災拠点づくり～
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【報告要旨】

・昨年度検討し、意見書の形で提出しているので、回答書が出てきた時点で検討し

ていきたい。

ウ．第二分科会 ～人や自然にやさしい交通機能の整備～

【報告要旨】

・分科会の視察で、神畑～国分線、神畑～原峠線に行き、現地で詳しい説明をお聞

きした。着工は予算がつき次第ということだった。

・別所線について、上田電鉄本社に伺い、担当者から詳しくご意見を伺った。3年

連続乗客増ということだ。

・今後、アリオ上田店の出店に伴い、交通状況を検討していかなくてはいけない。

エ．第三分科会 ～歴史的・地域的資源の活用～

～自然と共生を目指す里山と農地の保全～

【報告要旨】

・3回目のまち歩きをした。中之条・千曲町・下之条・上田原と歩いてきた。内容

の濃いまち歩きができた。

・地域の方たちが、自分の地域を知ることが大事だと思う。解説をできる方が地域

にはいるので、そういう方たちを頼りながら行っていきたい。

・あと 2～3 回まち歩きを行うと、城南地域を一通り見ることができると思う。皆

さんにも発表していきたい。

【協議会で出された意見等】

（委員）まち歩きの後のことはどう考えているのか、検討して欲しい。

（委員）方向性を決めてまち歩きを展開していくことが、望ましいように思われる。

（3）地域協議会からの提出された意見書に関する平成 21 年度予算対応状況について
（事務局から）

資料「地域協議会の意見書等を反映した平成 21 年度予算」より事務局から説明

・これまで提出された意見書がどのように予算に反映されているかをまとめた一

覧表です。大きなテーマ（全市的な）については、該当する事業費をピックア

ップし掲載してあります。

（4）自治基本条例策定状況について （事務局から）
資料「上田市の自治の基本原則等を定める条例の策定に関する基本方針」

・自治基本条例とは
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・新生上田市における条例の必要性は

・条例を創ることによって何が変わるのか 等

「先進市の自治基本条例に位置づけられている主な項目」

「上田市の自治の基本原則等を定める条例検討委員会関係組織」により

事務局から説明

4 その他

・次回会議開催について

平成 21 年 5月 28日（木） 開催予定

閉 会


